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二
〇
一
五
年
三
月
に
開
始
さ
れ
た
サ

ウ
ジ
連
合
軍
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
の
ホ
ー

シ
ー
派
攻
撃
は
、
一
年
以
上
が
経
過
し

よ
う
や
く
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
と
の
「
冷
戦
」
と
呼

ば
れ
た
こ
の
戦
争
は
、
実
際
に
は
よ
り

多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
利
害
が
複
雑
に

絡
み
合
う
状
況
と
な
っ
た
。
イ
エ
メ
ン

側
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
に
は
間

違
い
な
い
が
、
連
合
軍
側
も
被
害
を
被

り
、
原
油
安
の
た
め
財
政
難
に
も
直
面

し
た
。
本
稿
で
は
、
サ
ウ
ジ
に
よ
る
ホ

ー
シ
ー
派
攻
撃
に
つ
い
て
、
サ
ウ
ジ
内

政
お
よ
び
王
族
の
勢
力
関
係
に
着
目
し

な
が
ら
論
じ
る
。

●
サ
ウ
ジ
・
イ
エ
メ
ン
関
係
と

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降

　

一
五
〇
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
国
境
線
を

接
す
る
サ
ウ
ジ
と
イ
エ
メ
ン
は
、
歴
史

的
に
強
い
関
係
で
結
ば
れ
て
き
た
。
だ

が
、
少
な
く
と
も
一
九
三
二
年
の
現
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
の
建
国
以
降
、
両

国
の
関
係
は
対
等
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
、
サ
ウ
ジ
東
部
で
は
油

田
が
発
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
メ
ッ
カ

巡
礼
な
ど
の
わ
ず
か
な
収
入
を
得
て
い

た
だ
け
の
サ
ウ
ジ
は
、
石
油
の
生
産
・

輸
出
に
よ
り
急
速
に
豊
か
に
な
っ
た
。

他
方
で
、か
つ
て
「
幸
福
の
ア
ラ
ビ
ア
」

と
呼
ば
れ
た
イ
エ
メ
ン
は
、
複
数
の
油

田
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
ラ

ビ
ア
湾
（
ペ
ル
シ
ャ
湾
）
に
接
し
て
い

な
い
。
サ
ウ
ジ
を
含
む
近
隣
の
湾
岸
諸

国
が
急
速
に
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
を

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
イ
エ
メ
ン

は
経
済
的
に
は
「
最
貧
国
」
に
分
類
さ

れ
る
の
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

南
北
イ
エ
メ
ン
時
代
に
は
、
サ
ウ
ジ

は
国
家
と
し
て
の
統
治
能
力
が
低
か
っ

た
北
イ
エ
メ
ン
の
部
族
へ
の
支
援
を
通

じ
て
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。
サ
ウ
ジ
は
、

の
ち
に
統
一
イ
エ
メ
ン
の
大
統
領
と
な

る
サ
ー
レ
ハ
に
対
し
て
定
期
的
に
金
銭

支
援
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
両
者
の
関

係
は
、
湾
岸
戦
争
の
際
に
イ
エ
メ
ン
が

イ
ラ
ク
側
に
つ
い
た
こ
と
で
断
交
に
至

る
。
そ
し
て
一
九
九
四
年
に
南
北
イ
エ

メ
ン
が
再
び
対
立
し
た
時
に
も
、
サ
ウ

ジ
は
サ
ー
レ
ハ
を
支
持
し
な
か
っ
た
。

だ
が
、
次
第
に
ホ
ー
シ
ー
派
ら
反
体
制

勢
力
が
伸
張
す
る
に
つ
れ
て
、
サ
ウ
ジ

は
再
び
サ
ー
レ
ハ
と
手
を
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。
他
方
で
イ
エ
メ
ン
人
に
と
っ

て
サ
ウ
ジ
は
重
要
な
出
稼
ぎ
先
で
あ
っ

た
。
イ
エ
メ
ン
は
サ
ウ
ジ
の
「
裏
庭
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
、
両
者

の
間
に
は
非
対
称
な
関
係
が
確
立
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が

起
こ
り
、
イ
エ
メ
ン
で
も
大
規
模
な
抗

議
デ
モ
が
起
き
た
。
六
月
に
大
統
領
宮

殿
に
対
す
る
襲
撃
で
サ
ー
レ
ハ
が
負
傷

す
る
と
、
サ
ウ
ジ
は
治
療
の
た
め
に
サ

ー
レ
ハ
を
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
他
方

で
、
サ
ウ
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｇ
Ｃ
Ｃ

（
湾
岸
協
力
会
議
）
は
サ
ー
レ
ハ
の
退

陣
を
盛
り
込
ん
だ
「
和
解
案
」
を
提
示

す
る
。
副
大
統
領
ハ
ー
デ
ィ
へ
の
権
限

移
譲
が
明
記
さ
れ
た
和
解
案
は
何
度
か

行
き
詰
ま
っ
た
末
、
同
一
一
月
に
よ
う

や
く
サ
ー
レ
ハ
に
署
名
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
サ
ウ
ジ
は
こ
の
和
解
案
で
事

実
上
サ
ー
レ
ハ
を
見
限
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
後
、
サ
ウ
ジ
は
イ
エ
メ
ン
大
統

領
の
み
な
ら
ず
、
サ
ウ
ジ
に
滞
在
す
る

イ
エ
メ
ン
人
の
多
く
を
見
限
る
こ
と
に

な
る
。
イ
エ
メ
ン
人
を
含
む
外
国
人
労

働
者
の
締
め
出
し
を
始
め
た
の
だ
。
こ

の
頃
、サ
ウ
ジ
国
内
も
「
ア
ラ
ブ
の
春
」

で
政
権
運
営
が
揺
ら
ぐ
こ
と
を
危
惧
す

る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

サ
ウ
ジ
で
は
結
社
や
集
会
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
が
、
二
〇
一
一
年
二
月
頃
か
ら

抗
議
デ
モ
が
起
き
始
め
た
。
こ
の
事
態

を
重
く
み
て
、
政
府
は
矢
継
ぎ
早
に
公

務
員
の
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
住
宅

供
給
の
拡
大
、
奨
学
金
の
拡
充
に
加
え

て
、
サ
ウ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
労
働
力

の
サ
ウ
ジ
人
化
）
を
進
め
る
た
め
に
巨

額
の
資
金
を
投
じ
る
こ
と
を
決
め
た
。

と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
実

施
さ
れ
て
き
た
が
十
分
な
成
果
を
あ
げ

て
こ
な
か
っ
た
サ
ウ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
割
合
の
サ

ウ
ジ
人
を
雇
わ
な
か
っ
た
民
間
企
業
に

罰
則
規
定
を
設
け
て
、
強
制
的
に
労
働

力
の
自
国
民
化
を
進
め
た
（「
ニ
タ
ー

イエメン
忘れ去られた

「アラブの春」の落とし子

辻
上 

奈
美
江

サ
ウ
ジ
連
合
軍
に
よ
る
ホ
ー
シ
ー
派
攻
撃
と

ムハン
マ
ド
副
皇
太
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
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カ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
）。
そ
れ
に
よ

っ
て
割
り
を
食
う
の
は
外
国
人
労
働
者

で
あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
の
三
〇
〇
〇
万
人

の
人
口
の
う
ち
約
一
〇
〇
〇
万
人
は
外

国
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
が
出
稼
ぎ

労
働
者
と
し
て
滞
在
し
て
い
る
が
、
当

然
な
が
ら
外
国
人
労
働
者
に
は
イ
エ
メ

ン
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
サ
ウ
ジ

で
は
、
二
〇
一
三
年
、
ニ
タ
ー
カ
ー
ト

を
推
進
す
る
た
め
、
不
法
滞
在
の
労
働

者
を
強
制
送
還
な
ど
に
よ
っ
て
徹
底
的

に
締
め
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

二
〇
〇
万
人
の
外
国
人
が
国
外
退
去
を

命
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
三
〇
万
人

の
イ
エ
メ
ン
人
が
国
外
退
去
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
報
じ
ら
れ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
多
く
の
イ
エ
メ
ン
人
が
帰
国

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
帰
国

し
た
先
の
母
国
で
は
、
サ
ー
レ
ハ
政
権

は
倒
れ
、
ホ
ー
シ
ー
派
が
勢
力
を
拡
大

し
て
い
た
。

●
サ
ル
マ
ン
国
王
体
制
下
の
イ
エ

メ
ン
政
策

　

サ
ウ
ジ
で
は
二
〇
一
五
年
一
月
に
ア

ブ
ド
ッ
ラ
ー
国
王
が
逝
去
し
て
サ
ル
マ

ン
皇
太
子
が
王
位
に
就
く
と
、
大
規
模

な
人
事
刷
新
が
進
め
ら
れ
た
。
サ
ル
マ

ン
の
異
母
弟
で
副
皇
太
子
だ
っ
た
ム
ク

リ
ン
が
皇
太
子
に
、
内
務
相
で
ホ
ー
シ

ー
派
対
策
を
含
む
治
安
対
策
に
尽
力
し

た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ
フ
が

副
皇
太
子
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
格
し
た
が
、

ム
ク
リ
ン
の
政
治
生
命
は
長
く
は
続
か

な
か
っ
た
。
同
四
月
に
は
皇
太
子
職
を

退
き
政
界
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ

た
。
サ
ウ
ジ
国
営
通
信
は
、
ム
ク
リ
ン

が
「
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
」
皇
太
子

職
を
退
い
た
と
報
じ
た
が
、
こ
れ
は
政

府
高
官
が
辞
職
す
る
際
の
常
套
句
で
あ

り
、
実
際
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

イ
エ
メ
ン
出
身
の
母
親
を
持
つ
ム
ク
リ

ン
は
、
イ
エ
メ
ン
空
爆
に
反
対
し
た
た

め
に
更
迭
さ
れ
た
と
の
噂
も
流
れ
た
。

　

ム
ク
リ
ン
辞
職
に
と
も
な
い
、
ム
ハ

ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ナ
ー
イ
フ
副
皇
太
子

が
皇
太
子
に
昇
格
し
た
。
副
皇
太
子
に

は
、
一
月
の
人
事
刷
新
で
王
宮
府
長
官

と
国
防
相
と
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
サ
ル
マ
ン
国
王
の
息
子
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ビ
ン
・
サ
ル
マ
ン
が
昇
格
す
る
（
以

下
、副
皇
太
子
就
任
前
に
つ
い
て
は「
ム

ハ
ン
マ
ド
国
防
相
」、
就
任
後
は
「
ム

ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
」）。
ム
ハ
ン
マ
ド

副
皇
太
子
は
、
弱
冠
三
〇
歳
に
し
て
副

皇
太
子
職
と
国
防
大
臣
に
就
い
た
。
こ

れ
に
加
え
て
、
組
織
再
編
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
経
済
開
発
評
議
会
の
議
長
も
務

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
経
済
開
発
評
議

会
は
石
油
・
経
済
・
財
務
関
連
の
閣
僚

を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
。
要
職
に
就
く

サ
ウ
ジ
王
族
は
血
統
に
加
え
て
年
齢
と

実
績
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
政

治
に
お
け
る
実
績
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
若
手
プ
リ
ン
ス
が
、
サ
ウ
ジ
の
主
要

な
諸
分
野
を
掌
握
す
る
異
例
の
事
態
と

な
っ
た
。

　

三
月
に
サ
ウ
ジ
連
合
軍
は
イ
エ
メ
ン

空
爆
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
は
の
ち
に

副
皇
太
子
と
な
る
ム
ハ
ン
マ
ド
が
国
防

相
の
ポ
ス
ト
に
着
任
し
て
間
も
な
い
頃

だ
っ
た
。「
決
意
の
嵐
」
作
戦
と
そ
れ

に
続
く
「
希
望
の
再
生
」
作
戦
の
実
施

に
お
い
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
国
防
相
は
メ

デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
大
柄
の
ム
ハ
ン

マ
ド
国
防
相
が
作
戦
会
議
に
あ
た
る
姿

は
、
若
く
て
有
能
で
、
決
断
力
と
行
動

力
の
あ
る
プ
リ
ン
ス
と
し
て
紹
介
す
る

の
に
効
果
的
で
も
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
前
国
王
の
逝
去
か

ら
二
カ
月
で
大
規
模
な
人
事
刷
新
を
行

い
、
隣
国
へ
の
空
爆
を
開
始
し
た
新
生

サ
ル
マ
ン
体
制
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ウ

ジ
と
は
異
な
る
強
硬
な
姿
勢
を
内
外
に

示
し
た
。
ま
た
軍
事
行
動
を
ア
メ
リ
カ

抜
き
に
起
こ
せ
た
こ
と
も
、
サ
ウ
ジ
が

域
内
で
の
覇
権
を
示
す
の
に
効
果
的
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
国
連
安
全
保
障
理
事

会
は
、
ホ
ー
シ
ー
派
を
武
器
禁
輸
の
対

象
と
す
る
こ
と
、
ホ
ー
シ
ー
派
の
無
条

件
で
の
即
時
停
戦
や
、
サ
ナ
ア
を
含
む

支
配
エ
リ
ア
か
ら
の
撤
退
な
ど
に
関
す

る
決
議
を
採
択
し
た
。
サ
ウ
ジ
は
ホ
ー

シ
ー
派
攻
撃
に
関
し
て
国
際
社
会
を
味

方
に
つ
け
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

　

サ
ウ
ジ
連
合
軍
が
「
決
意
の
嵐
」
作

戦
か
ら
、
戦
後
復
興
を
視
野
に
入
れ
た

「
希
望
の
再
生
」
作
戦
へ
と
転
換
し
た

時
点
で
は
、
空
爆
は
ほ
ぼ
終
結
す
る
見

込
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ハ
ー
デ
ィ
政

権
の
復
帰
な
ど
の
当
初
の
目
標
は
容
易

に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
五
月
に
サ

ウ
ジ
連
合
軍
が
サ
ー
レ
ハ
前
大
統
領
の

自
宅
を
攻
撃
す
る
と
、
サ
ー
レ
ハ
は
そ

れ
ま
で
に
も
協
力
関
係
に
あ
る
と
囁
か

れ
た
ホ
ー
シ
ー
派
支
持
を
表
明
し
た
。

　

九
月
に
は
地
上
戦
へ
と
発
展
し
、
サ

ウ
ジ
連
合
軍
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
攻
撃
は

出
口
を
見
失
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
サ
ウ
ジ
は
よ
り
広
く
支
持
を
集
め

る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
一
二
月
に
は

「
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
事
同
盟
」
を
結
成
し
、

イ
ラ
ン
を
除
く
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
と
の
協

力
関
係
の
確
保
を
急
い
だ
。
サ
ウ
ジ
が

主
導
す
る
こ
の
同
盟
は
、
エ
ジ
プ
ト
や

ト
ル
コ
を
含
む
三
四
カ
国
が
参
加
す
る
。

同
盟
結
成
の
記
者
会
見
で
、
ム
ハ
ン
マ

ド
副
皇
太
子
は
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
の

対
決
が
主
な
目
的
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、

イ
エ
メ
ン
の
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
が
ホ
ー

シ
ー
派
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
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●
「
イ
ラ
ン
と
の
冷
戦
」
の
泥
沼

化
　

二
〇
一
五
年
九
月
に
は
、
サ
ウ
ジ
連

合
軍
に
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
被
害
が
及

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
ホ
ー
シ
ー
派
が
発

射
し
た
と
み
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
、

イ
エ
メ
ン
の
マ
ア
リ
ブ
県
に
あ
る
サ
ウ

ジ
連
合
軍
の
武
器
庫
に
着
弾
し
、
サ
ウ

ジ
連
合
軍
の
六
〇
人
の
兵
士
が
死
亡
し

た
。
こ
の
う
ち
一
〇
人
は
サ
ウ
ジ
人
兵

士
で
あ
り
、
事
態
は
泥
沼
化
の
様
相
を

呈
し
た
。

　

だ
が
、
サ
ウ
ジ
連
合
軍
に
は
引
く
に

引
け
な
い
事
情
も
あ
っ
た
。
連
合
軍
を

主
導
す
る
サ
ウ
ジ
に
と
っ
て
、
攻
撃
の

目
的
は
単
な
る
ホ
ー
シ
ー
派
の
掃
討
の

み
で
は
な
い
。
ホ
ー
シ
ー
派
を
支
援
し

て
い
る
と
さ
れ
る
イ
ラ
ン
の
暗
躍
を
防

ぐ
た
め
と
の
大
義
名
分
が
あ
る
の
だ
。

　

イ
ラ
ン
と
米
欧
な
ど
六
カ
国
と
の
核

交
渉
が
合
意
に
達
し
、
長
年
続
い
た
イ

ラ
ン
へ
の
経
済
制
裁
が
解
除
さ
れ
る
。

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ

れ
ば
二
〇
一
三
年
の
イ
ラ
ン
の
原
油
埋

蔵
量
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
に
次
い
で
第
三
位
で
あ
り
、
天
然
ガ

ス
に
つ
い
て
は
世
界
最
大
の
埋
蔵
量
を

誇
る
。
制
裁
解
除
で
こ
れ
ら
の
輸
出
が

増
え
世
界
の
原
油
供
給
量
が
増
え
れ
ば
、

ま
す
ま
す
原
油
安
を
招
く
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

　

イ
ラ
ン
の
勢
力
伸
長
は
、
石
油
供
給

量
の
み
な
ら
ず
流
通
に
ま
で
影
響
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
サ
ウ
ジ
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
、
イ
ラ
ク
か
ら
欧
州
に
向

か
う
石
油
輸
送
船
の
ほ
と
ん
ど
が
、
イ

エ
メ
ン
に
お
け
る
紅
海
の
入
り
口
「
バ

ー
ブ
・
ア
ル
＝
マ
ン
デ
ブ
海
峡
」
を
通

過
す
る
。
こ
こ
を
通
過
す
る
石
油
は
、

世
界
の
石
油
の
五
％
に
相
当
す
る
。
ホ

ー
シ
ー
派
が
海
峡
を
掌
握
す
れ
ば
、
イ

ラ
ン
は
海
峡
へ
の
影
響
力
を
強
め
る
だ

ろ
う
。

　

実
際
に
サ
ウ
ジ
は
二
〇
一
六
年
一
月
、

イ
ラ
ン
と
断
交
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

背
景
に
は
二
〇
一
六
年
一
月
に
サ
ウ
ジ

政
府
が
処
刑
し
た
四
七
人
の
「
テ
ロ
リ

ス
ト
」
の
な
か
に
、
シ
ー
ア
派
の
法
学

者
ニ
ム
ル
師
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。
処
刑
に
激
昂
し
た
一
部
シ
ー
ア

派
が
テ
ヘ
ラ
ン
の
サ
ウ
ジ
大
使
館
を
襲

撃
し
た
こ
と
は
公
館
の
保
護
を
定
め
た

ウ
ィ
ー
ン
条
約
に
反
す
る
と
し
て
、
サ

ウ
ジ
は
イ
ラ
ン
と
の
断
交
を
決
め
た
。

●
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
の
存
在

感
と
国
際
機
関
か
ら
の
批
判

　

サ
ウ
ジ
の
こ
の
よ
う
な
好
戦
的
な
姿

勢
は
明
ら
か
に
先
代
の
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー

国
王
時
代
の
路
線
と
は
一
線
を
画
す
も

の
で
あ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
は

二
〇
一
六
年
一
月
、
メ
デ
ィ
ア
の
独
占

取
材
を
受
け
て
、
地
域
情
勢
に
お
け
る

サ
ウ
ジ
の
立
場
を
説
明
し
た
。
副
皇
太

子
は
独
占
取
材
し
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌

に
対
し
て
、
ホ
ー
シ
ー
派
へ
の
攻
撃
を

「
省
庁
か
ら
提
出
さ
れ
た
提
案
を
国
防

相
と
し
て
実
施
し
て
い
る
」
と
し
て
副

皇
太
子
個
人
の
判
断
で
は
な
い
こ
と
を

断
っ
た
う
え
で
、
イ
ラ
ン
こ
そ
が
域
内

の
不
安
定
要
因
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

取
材
で
は
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
副
皇

太
子
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
た
。
イ
ラ

ン
と
の
断
交
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ニ

ム
ル
師
の
処
刑
に
つ
い
て
「
サ
ウ
ジ
人

が
犯
し
た
罪
を
サ
ウ
ジ
国
内
の
法
廷
で

裁
く
こ
と
に
イ
ラ
ン
に
ど
う
関
係
し
て

い
る
の
か
」
と
逆
に
疑
問
を
呈
し
て
み

せ
た
。
イ
ラ
ン
が
サ
ウ
ジ
の
国
内
問
題

へ
の
関
与
を
主
張
す
る
な
ら
、
そ
の
事

実
こ
そ
が
イ
ラ
ン
が
周
辺
地
域
で
の
影

響
力
拡
大
を
狙
っ
て
い
る
証
拠
に
ほ
か

な
ら
な
い
、
と
し
た
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
は
副
皇
太
子
と
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
振
り
返
っ
て
「
国
王

気
取
り
」
と
評
価
し
た
。
だ
が
、
サ
ウ

ジ
政
府
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
の
記
事
を

ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
作
戦
の
ひ
と
つ
と
位
置
付
け
て
い
る

よ
う
だ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
直
前
、

サ
ウ
ジ
は
国
内
の
燃
料
価
格
と
公
共
料

金
に
対
す
る
補
助
金
を
調
整
し
、
価
格

の
引
き
上
げ
を
決
め
た
。
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
付
加
価

値
税
の
導
入
の
ほ
か
、
ア
ラ
ム
コ
の
新

規
株
式
公
開
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
一
連
の
改
革
案
が
ム

ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
自
身
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
世
界
的
な
原
油
安
と

い
う
苦
し
い
状
況
に
お
い
て
、
若
い
副

皇
太
子
が
痛
み
を
と
も
な
う
改
革
の
責

任
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
内
外
に
知

ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

サ
ウ
ジ
国
内
で
は
、
サ
ウ
ジ
に
よ
る

イ
エ
メ
ン
攻
撃
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
を
知
る
う
え
で
鍵
と
な
る
の
が
反
イ

ラ
ン
感
情
の
高
ま
り
で
あ
る
。
筆
者
は
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

リ
ヤ
ド
を
中
心
に
勤
務
お
よ
び
調
査
で

現
地
を
複
数
回
訪
問
し
て
い
る
が
、

二
〇
一
五
年
四
〜
五
月
、
お
よ
び

二
〇
一
五
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
六
年

一
月
の
現
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
反
イ
ラ
ン
感
情
を
聴
取
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
開
戦
直
後
の
二
〇
一
五
年

四
〜
五
月
の
現
地
調
査
で
は
、
地
域
情

勢
を
脅
か
す
イ
ラ
ン
を
骨
抜
き
に
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
人
が
多
か

っ
た
が
、
同
時
に
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇
太

子
へ
の
期
待
や
イ
エ
メ
ン
の
戦
後
復
興

構
想
に
は
人
び
と
の
高
揚
感
す
ら
感
じ

た
。
当
時
は
、
人
権
関
連
の
仕
事
に
就

く
人
物
で
す
ら
、
空
爆
で
イ
エ
メ
ン
市
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民
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
も
、「
イ
ラ
ン
の
行
き
過
ぎ
た

行
動
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
し
て
空
爆
を
支
持
し
た
。

二
〇
一
五
年
一
二
月
の
調
査
の
際
に
は
、

事
態
が
膠
着
化
し
て
い
た
た
め
か
、
人

び
と
の
高
揚
感
は
ほ
と
ん
ど
観
察
で
き

な
か
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
に
対
す
る
強
い

反
感
は
開
戦
直
後
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
戦
争
は
サ
ウ
ジ
対
イ
ラ

ン
、
あ
る
い
は
ス
ン
ニ
ー
派
対
シ
ー
ア

派
と
い
う
単
純
な
構
図
で
は
説
明
で
き

な
い
。
同
時
に
サ
ウ
ジ
人
の
反
イ
ラ
ン

感
情
は
常
に
強
い
、
あ
る
い
は
サ
ウ
ジ

人
の
反
イ
ラ
ン
感
情
は
戦
争
と
と
も
に

自
然
発
生
的
に
高
ま
っ
た
と
考
え
る
の

も
ナ
イ
ー
ブ
だ
。
サ
ウ
ジ
で
は
平
時
で

あ
っ
て
も
言
論
活
動
は
制
限
さ
れ
て
い

る
。
他
国
を
攻
撃
中
の
今
、
不
用
意
に

国
家
の
方
針
に
反
す
る
よ
う
な
発
言
を

す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
避
け
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
メ
デ
ィ

ア
も
ま
た
検
閲
の
対
象
で
あ
る
た
め
、

自
ず
と
情
報
の
方
向
性
が
定
め
ら
れ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
を
広
告
塔
と

し
て
活
用
し
た
い
サ
ウ
ジ
政
府
、
そ
し

て
サ
ウ
ジ
国
内
に
お
け
る
空
爆
支
持
の

雰
囲
気
と
は
裏
腹
に
、
国
際
社
会
は
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
攻
撃
と
、
攻
撃
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
被
害
に
厳
し
い
非

難
と
警
告
を
行
っ
て
き
た
。
連
合
軍
に

よ
る
誤
爆
は
、
空
爆
開
始
直
後
の

二
〇
一
五
年
三
月
か
ら
あ
っ
た
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
一
一
月
に
は
、
ア
ム
ネ

ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
サ

ウ
ジ
連
合
軍
が
イ
エ
メ
ン
北
部
の
住
宅

地
で
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
使
用
し
た
と

み
ら
れ
る
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。
国

境
な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
は
、
病
院

の
場
所
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ウ
ジ
連
合
軍

に
よ
っ
て
複
数
の
場
所
で
病
院
が
攻
撃

さ
れ
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
一
〇
月
お
よ
び
二
〇
一
六

年
一
月
に
は
サ
ア
ダ
州
で
、
二
〇
一
五

年
一
二
月
に
は
南
部
の
タ
ー
イ
ズ
市
で

も
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
施
設
が
被
弾
し
た
。
当
時

は
短
期
的
な
停
戦
も
す
ぐ
に
破
ら
れ
る

状
況
が
続
い
て
お
り
、
長
引
く
空
爆
で

生
活
必
需
品
な
ど
の
輸
送
も
困
難
を
極

め
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
エ
メ
ン
の
民
間
人
が
被
っ
て
い
る

被
害
に
比
べ
れ
ば
、
サ
ウ
ジ
が
受
け
た

人
的
被
害
は
少
な
い
。
と
は
い
え
、
サ

ウ
ジ
側
の
被
る
被
害
も
次
第
に
拡
大
し

た
。
イ
エ
メ
ン
に
国
境
を
接
す
る
地
域

で
は
、
学
校
や
モ
ス
ク
、
そ
し
て
民
家

が
迫
撃
砲
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
攻
撃
を
受

け
て
い
る
。
数
百
人
の
サ
ウ
ジ
人
兵
士

が
イ
エ
メ
ン
で
捕
虜
と
な
り
、
な
か
に

は
殺
害
さ
れ
た
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の

被
害
に
関
す
る
報
道
は
、
サ
ウ
ジ
国
内

で
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

●
ま
と
め
に
か
え
て

　

サ
ウ
ジ
の
「
裏
庭
」
に
対
す
る
攻
撃

は
、
当
初
の
予
定
に
反
し
て
膠
着
化
し
、

長
期
化
し
た
。
当
初
、
ホ
ー
シ
ー
派
空

爆
は
、
経
験
の
浅
い
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇

太
子
の
実
績
作
り
と
し
て
の
価
値
を
有

し
て
い
た
。
だ
が
攻
撃
開
始
か
ら
一
年

以
上
が
経
過
し
た
今
、
サ
ウ
ジ
は
財
政

面
お
よ
び
人
員
面
で
厳
し
い
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
原
油
安
の
影
響
を
受
け
、

二
〇
一
六
年
の
予
算
は
二
〇
一
五
年
よ

り
も
一
五
％
減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ

た
。
巨
額
の
軍
事
費
が
必
要
と
さ
れ
る

時
期
に
あ
っ
て
、
財
政
難
が
痛
手
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
空
爆
や
地
上

戦
に
配
備
さ
れ
た
兵
士
の
疲
弊
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
上
旬
、
サ
ウ
ジ
と

ホ
ー
シ
ー
派
と
の
終
戦
に
向
け
た
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
。
停

戦
と
和
平
協
議
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
度

か
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
。
国
際
情
勢
の
な
か
で
は
、

シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
問
題
に
埋
も
れ
て
、

イ
エ
メ
ン
問
題
の
深
刻
さ
が
見
過
ご
さ

れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
さ
ら
に
問

題
を
長
引
か
せ
た
。
四
月
に
は
ク
ウ
ェ

ー
ト
で
の
和
平
協
議
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
前
に
停
戦
す
る
こ
と
で
合
意

さ
れ
た
も
の
の
、
さ
ら
な
る
介
入
を
懸

念
す
る
声
も
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

開
戦
後
に
諸
事
情
が
複
雑
化
し
た
事
実

も
見
逃
せ
な
い
。
サ
ウ
ジ
は
イ
ラ
ン
と

断
交
し
、
サ
ー
レ
ハ
前
大
統
領
は
ホ
ー

シ
ー
派
を
支
持
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
デ

ィ
大
統
領
は
四
月
に
は
副
大
統
領
を
更

迭
し
、
ホ
ー
シ
ー
派
に
対
す
る
強
硬
派

と
い
わ
れ
る
人
物
を
新
副
大
統
領
に
任

命
し
た
。
停
戦
が
実
現
し
て
も
、
背
景

に
あ
る
対
立
軸
が
強
化
さ
れ
複
雑
化
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　

サ
ウ
ジ
に
と
っ
て
も
事
態
が
膠
着
し

た
ま
ま
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子

の
実
績
作
り
ど
こ
ろ
か
、
彼
の
経
験
不

足
・
能
力
不
足
を
露
呈
し
て
し
ま
う
結

果
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

着
地
点
が
模
索
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

ハ
ー
デ
ィ
政
権
の
回
復
や
ホ
ー
シ
ー
派

へ
の
壊
滅
的
打
撃
と
い
っ
た
当
初
計
画

し
た
よ
う
な
華
々
し
い
結
果
を
サ
ウ
ジ

連
合
軍
が
宣
言
で
き
る
見
通
し
は
つ
き

そ
う
に
な
い
。
終
戦
を
迎
え
て
も
、
ム

ハ
ン
マ
ド
副
皇
太
子
の
処
遇
と
サ
ウ

ジ
・
イ
ラ
ン
関
係
の
行
方
は
引
き
続
き

サ
ウ
ジ
・
イ
エ
メ
ン
関
係
を
理
解
す
る

た
め
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

（
二
〇
一
六
年
四
月
一
九
日
脱
稿
）
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つ
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東
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学
院
総
合
文
化
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究
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